












研究目的 

胎児発育遅延の出生前診断に関する研究の一環としてわれわれは,過去数年間にわたり母

血清の蛋白成分の変動とその臨床的意義について検討をおこなってきた。本年度はさらに

これを継承研究し,昨年度より新たに開始した SDS polyacrylamide gcl による disc 泳動

(SDS-PAGE)をおこない,妊娠週数によるパターンの変動を検討し,児出生前診断法としての

臨床的意義についてアプローチすることを目的とした。 


